
(57)【要約】

　　【課題】乗り心地と走行性能との両方に優れるタイ

ヤ２の提供。

　　【解決手段】このタイヤ２は、架橋ゴムからなるト

レッド４を備えている。このトレッド４は、回転方向に

おいて左右交互に配置される多数のラグ１４を備えてい

る。このラグ１４は、赤道近傍から軸方向外側に延びる

水平部２４と、この水平部２４の端からトレッド４の端

に向かって回転方向後方に斜めに延びる斜方部２６とを

備えている。この水平部２４は、その回転方向側に水平

前辺部２８と水平側辺部３０とを備えている。この斜方

部２６は、その回転方向側に斜方側辺部３２を備えてい

る。この水平前辺部２８は、緩衝部３４を備えている。

この緩衝部３４は、稜が削り取られて形成された平面３

６を備えている。この緩衝部３４の幅は、このラグ１４

の幅に対して５％以上５０％以下である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 架 橋 ゴ ム か ら な る ト レ ッ ド を 備 え て お り 、
　 こ の ト レ ッ ド が 、 赤 道 近 傍 か ら ト レ ッ ド 端 近 傍 ま で 延 び る 多 数 の ラ グ を 備 え て お り 、
　 こ れ ら の ラ グ が 、 回 転 方 向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ て お り 、
　 こ の ラ グ が 、 赤 道 近 傍 か ら 軸 方 向 外 側 に 延 び る 水 平 部 と 、 こ の 水 平 部 の 端 か ら ト レ ッ ド
の 端 に 向 か っ て 回 転 方 向 後 方 に 斜 め に 延 び る 斜 方 部 と を 備 え て お り 、
　 こ の 水 平 部 が 、 そ の 回 転 方 向 側 に 水 平 前 辺 部 と 水 平 側 辺 部 と を 備 え て お り 、
　 こ の 水 平 前 辺 部 が 、 面 取 又 は 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 を 備 え て お り 、
　 こ の ラ グ の 幅 に 対 す る こ の 緩 衝 部 の 幅 の 比 率 が 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 斜 方 部 が 、 そ の 回 転 方 向 側 に 斜 方 側 辺 部 を 備 え て お り 、
　 上 記 水 平 側 辺 部 及 び こ の 斜 方 側 辺 部 が 、 面 取 又 は 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 を 備 え
て い る 請 求 項 １ に 記 載 の タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 緩 衝 部 が 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 を 備 え て お り 、
　 上 記 ラ グ の 上 面 と こ の 平 面 と の な す 角 度 が 、 ３ ° 以 上 １ ０ ° 以 下 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２
に 記 載 の タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 緩 衝 部 が 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲 面 を 備 え て お り 、
　 こ の 曲 面 の 曲 率 半 径 が 、 ３ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の タ イ ヤ
。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 斜 方 側 辺 部 が 、 面 取 開 始 点 と 外 端 と を 備 え て お り 、
　 赤 道 か ら こ の 外 端 ま で の 軸 方 向 距 離 に 対 す る 赤 道 か ら こ の 面 取 開 始 点 ま で の 軸 方 向 距 離
の 比 率 が 、 ４ ０ ％ 以 上 ８ ０ ％ 以 下 で あ り 、
　 こ の 面 取 開 始 点 か ら 外 端 ま で の 斜 方 側 辺 部 が 、 面 取 又 は 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部
を 備 え て い る 請 求 項 １ に 記 載 の タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 緩 衝 部 が 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 を 備 え て お り 、
　 上 記 ラ グ の 上 面 と こ の 平 面 と の な す 角 度 が 、 ３ ° 以 上 １ ０ ° 以 下 で あ る 請 求 項 １ 又 は ５
に 記 載 の タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 緩 衝 部 が 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲 面 を 備 え て お り 、
　 こ の 曲 面 の 曲 率 半 径 が 、 ３ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ 又 は ５ に 記 載 の タ イ ヤ
。
【 請 求 項 ８ 】
　 架 橋 ゴ ム か ら な る ト レ ッ ド を 備 え て お り 、
　 こ の ト レ ッ ド が 、 赤 道 近 傍 か ら ト レ ッ ド 端 近 傍 ま で 延 び る 多 数 の ラ グ を 備 え て お り 、
　 こ れ ら の ラ グ が 、 回 転 方 向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ て お り 、
　 こ の ラ グ が 、 赤 道 近 傍 か ら 回 転 方 向 後 方 に 斜 め に 延 び る セ ン タ ー 部 と 、 こ の セ ン タ ー 部
の 端 か ら ト レ ッ ド 端 近 傍 ま で さ ら に 斜 め に 延 び る シ ョ ル ダ ー 部 と を 備 え て お り 、
　 こ の ラ グ が 、 こ の シ ョ ル ダ ー 部 の 赤 道 に 対 す る 傾 斜 角 度 が こ の セ ン タ ー 部 の 傾 斜 角 度 よ
り も 大 き く な る 形 状 を 有 し て お り 、
　 こ の セ ン タ ー 部 が 、 そ の 回 転 方 向 側 に セ ン タ ー 前 辺 部 を 備 え て お り 、
　 こ の セ ン タ ー 前 辺 部 が 、 面 取 又 は 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 を 備 え て お り 、
　 こ の ラ グ の 高 さ に 対 す る こ の 緩 衝 部 の 幅 の 比 率 が 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 シ ョ ル ダ ー 部 が 、 そ の 回 転 方 向 側 に シ ョ ル ダ ー 側 辺 部 を 備 え て お り 、
　 こ の シ ョ ル ダ ー 側 辺 部 が 、 面 取 又 は 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 を 備 え て い る 請 求 項
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６ に 記 載 の タ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 緩 衝 部 が 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 を 備 え て お り 、
　 上 記 ラ グ の 上 面 と こ の 平 面 と の な す 角 度 が 、 ３ ° 以 上 １ ０ ° 以 下 で あ る 請 求 項 ６ 又 は ７
に 記 載 の タ イ ヤ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 上 記 緩 衝 部 が 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲 面 を 備 え て お り 、
　 こ の 曲 面 の 曲 率 半 径 が 、 ３ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の タ イ ヤ
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ト ラ ク タ 等 の 農 業 機 械 に 主 と し て 装 着 さ れ る 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ト ラ ク タ 等 の 農 業 機 械 に は 、 牽 引 力 、 排 土 性 等 の 観 点 か ら ラ グ 付 き の タ イ ヤ が 用 い ら れ
る 。 ラ グ は 、 タ イ ヤ 赤 道 近 傍 か ら ト レ ッ ド の 端 に 向 か っ て 、 斜 め に 延 び て い る 。 ト レ ッ ド
に は 、 左 側 の ラ グ と 右 側 の ラ グ と が 、 回 転 方 向 に お い て 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 隣 接 す る
ラ グ 同 士 の 間 に は 、 ギ ャ ッ プ が 存 在 す る 。 ギ ャ ッ プ の 深 さ は 、 乗 用 車 タ イ ヤ の 溝 の 深 さ に
比 べ て 大 き い 。 ギ ャ ッ プ の 幅 は 、 乗 用 車 タ イ ヤ の 溝 の 幅 に 比 べ て 大 き い 。 ト ラ ク タ の 走 行
時 に は 、 ラ グ 及 び ギ ャ ッ プ に 起 因 す る 振 動 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 タ イ ヤ の 回 転 に 伴 い 、 タ イ ヤ と 地 面 と の 接 地 箇 所 は 、 一 方 の ラ グ に 沿 っ て 赤 道 か ら ト レ
ッ ド の 端 に 向 か っ て 移 行 す る 。 ト レ ッ ド の 端 に 至 っ た 接 地 箇 所 は 、 他 方 の ラ グ の 赤 道 へ と
移 行 し 、 さ ら に こ の 他 方 の ラ グ に 沿 っ て 赤 道 か ら ト レ ッ ド の 端 に 向 か っ て 移 行 す る 。 走 行
時 に は 、 こ の よ う な 接 地 箇 所 の 移 行 が 繰 り 返 さ れ る 。 こ の 移 行 は 、 非 連 続 的 で あ る 。 こ の
移 行 に よ っ て も 、 ト ラ ク タ に 振 動 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 農 地 間 の 移 動 の と き に は 、 ト ラ ク タ は ア ス フ ァ ル ト 舗 装 さ れ た 一 般 道 を 走 行 す る 。 こ の
一 般 道 の 走 行 で は 、 振 動 が 特 に 顕 著 で あ る 。 振 動 は 、 ト ラ ク タ の 乗 り 心 地 を 阻 害 す る 。 ト
ラ ク タ が 高 性 能 化 し つ つ あ る 近 年 、 そ の 乗 り 心 地 に 対 す る 要 求 が 高 ま り つ つ あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ラ グ と ラ グ と の 間 に ブ ロ ッ ク 状 の 突 起 が 設 け ら れ る こ と で 振 動 が 低 減 さ れ た タ イ ヤ が 、
提 案 さ れ て い る 。 こ の ブ ロ ッ ク は 、 排 土 性 に 悪 影 響 を 与 え る 。 ブ ロ ッ ク は ま た 、 タ イ ヤ の
質 量 を 高 め る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 の ラ グ と 他 方 の ラ グ と の 間 の ラ ッ プ 量 が 大 き く 設 定 さ れ る こ と で 振 動 が 低 減 さ れ た
タ イ ヤ が 、 提 案 さ れ て い る 。 こ の 手 法 で は 、 振 動 低 減 は 十 分 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ラ グ が 硬 質 な 外 層 と 軟 質 な 内 層 と を 有 す る こ と で 振 動 が 低 減 さ れ た タ イ ヤ が 、 提 案 さ れ
て い る 。 振 動 が 低 減 さ れ た タ イ ヤ は 、 乗 り 心 地 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ７ ０ ０ ３ 公 報 に は 、 面 取 さ れ た ブ ロ ッ ク を 備 え た Ａ Ｔ Ｖ タ イ ヤ が 開
示 さ れ て い る 。 こ の タ イ ヤ で は 、 面 取 に よ っ て ト ラ ク シ ョ ン 性 能 と 旋 回 性 能 と が 両 立 さ れ
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ６ ７ ０ ０ ３ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 回 転 方 向 側 に 位 置 す る ラ グ の 稜 は 、 走 行 時 に お い て 路 面 に 先 着 す る 。 こ の ラ グ の 稜 は 、
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路 面 先 着 時 に 大 き な 衝 撃 を 受 け る 。 特 に 、 一 方 の ラ グ の ト レ ッ ド の 端 に 至 っ た 接 地 箇 所 が
他 方 の ラ グ の 赤 道 へ と 移 行 す る と き に 、 こ の 衝 撃 は 最 大 と な る 。 衝 撃 が 大 き い タ イ ヤ は 、
振 動 が 大 き く な る の で 乗 り 心 地 に 劣 る 。 振 動 が 低 減 さ れ る た め に 軟 質 な 内 層 が 備 え ら れ た
タ イ ヤ で は 、 走 行 時 に 外 層 が 摩 滅 す る と 内 層 が 露 出 す る 。 内 層 が 露 出 し た タ イ ヤ は 、 ト ラ
ク シ ョ ン 性 能 が 低 下 す る の で 走 行 性 能 に 劣 る 。 ま た 、 複 数 の ゴ ム 層 が ラ グ に 設 け ら れ る タ
イ ヤ の 製 造 工 程 は 、 複 雑 で あ る 。 乗 り 心 地 と 走 行 性 能 と に 優 れ た タ イ ヤ は 、 未 だ 得 ら れ て
い な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 乗 り 心 地 と 走 行 性 能 と の 両 方 に 優 れ る タ イ ヤ の 提 供 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る タ イ ヤ は 、 架 橋 ゴ ム か ら な る ト レ ッ ド を 備 え て い る 。 こ の ト レ ッ ド は 、 赤
道 近 傍 か ら ト レ ッ ド 端 近 傍 ま で 延 び る 多 数 の ラ グ を 備 え て い る 。 こ れ ら の ラ グ は 、 回 転 方
向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の ラ グ は 、 赤 道 近 傍 か ら 軸 方 向 外 側 に 延 び る 水
平 部 と 、 こ の 水 平 部 の 端 か ら ト レ ッ ド の 端 に 向 か っ て 回 転 方 向 後 方 に 斜 め に 延 び る 斜 方 部
と を 備 え て い る 。 こ の 水 平 部 は 、 そ の 回 転 方 向 側 に 水 平 前 辺 部 と 水 平 側 辺 部 と を 備 え て い
る 。 こ の 水 平 前 辺 部 は 、 面 取 又 は 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 を 備 え て い る 。 こ の ラ グ
の 幅 に 対 す る こ の 緩 衝 部 の 幅 の 比 率 は 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 こ の タ イ ヤ で は 、 上 記 斜 方 部 は 、 そ の 回 転 方 向 側 に 斜 方 側 辺 部 を 備 え て い
る 。 上 記 水 平 側 辺 部 及 び こ の 斜 方 側 辺 部 は 、 面 取 又 は 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 を 備
え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 こ の タ イ ヤ で は 、 上 記 緩 衝 部 は 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 を 備 え
て い る 。 上 記 ラ グ の 上 面 と こ の 平 面 と の な す 角 度 は 、 ３ ° 以 上 １ ０ ° 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 こ の タ イ ヤ で は 、 上 記 緩 衝 部 は 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲 面 を 備 え て
い る 。 こ の 曲 面 の 曲 率 半 径 は 、 ３ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 こ の タ イ ヤ で は 、 上 記 斜 方 側 辺 部 は 、 面 取 開 始 点 と 外 端 と を 備 え て い る 。
赤 道 か ら こ の 外 端 ま で の 軸 方 向 距 離 に 対 す る 赤 道 か ら こ の 面 取 開 始 点 ま で の 軸 方 向 距 離 の
比 率 は 、 ４ ０ ％ 以 上 ８ ０ ％ 以 下 で あ る 。 こ の 面 取 開 始 点 か ら 外 端 ま で の 斜 方 側 辺 部 は 、 面
取 又 は 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 こ の タ イ ヤ で は 、 上 記 緩 衝 部 は 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 を 備 え
て い る 。 上 記 ラ グ の 上 面 と こ の 平 面 と の な す 角 度 は 、 ３ ° 以 上 １ ０ ° 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 こ の タ イ ヤ で は 、 上 記 緩 衝 部 は 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲 面 を 備 え て
い る 。 こ の 曲 面 の 曲 率 半 径 は 、 ３ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る タ イ ヤ は 、 架 橋 ゴ ム か ら な る ト レ ッ ド を 備 え て い る 。 こ の ト レ ッ ド は 、 赤
道 近 傍 か ら ト レ ッ ド 端 近 傍 ま で 延 び る 多 数 の ラ グ を 備 え て い る 。 こ れ ら の ラ グ は 、 回 転 方
向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の ラ グ は 、 赤 道 近 傍 か ら 回 転 方 向 後 方 に 斜 め に
延 び る セ ン タ ー 部 と 、 こ の セ ン タ ー 部 の 端 か ら ト レ ッ ド 端 近 傍 ま で さ ら に 斜 め に 延 び る シ
ョ ル ダ ー 部 と を 備 え て い る 。 こ の ラ グ は 、 こ の シ ョ ル ダ ー 部 の 赤 道 に 対 す る 傾 斜 角 度 が こ
の セ ン タ ー 部 の 傾 斜 角 度 よ り も 大 き く な る 形 状 を 有 し て い る 。 こ の セ ン タ ー 部 は 、 そ の 回
転 方 向 側 に セ ン タ ー 前 辺 部 を 備 え て い る 。 こ の セ ン タ ー 前 辺 部 は 、 面 取 又 は 丸 め に よ っ て
形 成 さ れ た 緩 衝 部 を 備 え て い る 。 こ の ラ グ の 高 さ に 対 す る こ の 緩 衝 部 の 幅 の 比 率 は 、 ５ ％
以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 好 ま し く は 、 こ の タ イ ヤ で は 、 上 記 シ ョ ル ダ ー 部 は 、 そ の 回 転 方 向 側 に シ ョ ル ダ ー 側 辺
部 を 備 え て い る 。 こ の シ ョ ル ダ ー 側 辺 部 は 、 面 取 又 は 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 を 備
え て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 こ の タ イ ヤ で は 、 上 記 緩 衝 部 は 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 を 備 え
て い る 。 上 記 ラ グ の 上 面 と こ の 平 面 と の な す 角 度 は 、 ３ ° 以 上 １ ０ ° 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 ま し く は 、 こ の タ イ ヤ で は 、 上 記 緩 衝 部 は 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲 面 を 備 え て
い る 。 こ の 曲 面 の 曲 率 半 径 は 、 ３ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 空 気 入 り タ イ ヤ で は 、 路 面 に 先 着 す る ラ グ の 稜 が 面 取 さ れ て い る の で 、 接 地 時 に お
け る 衝 撃 が 緩 和 さ れ る 。 接 地 時 の 衝 撃 が 緩 和 さ れ た タ イ ヤ は 、 走 行 時 の 振 動 が 低 減 さ れ る
の で 乗 り 心 地 に 優 れ る 。 ラ グ の 材 質 、 接 地 面 積 及 び 接 地 面 形 状 が 変 わ ら な い の で 、 走 行 性
能 は 維 持 さ れ る 。 新 た に ブ ロ ッ ク 、 軟 質 ゴ ム 層 等 が 追 加 さ れ る 必 要 が な い の で 、 製 造 工 程
が 変 え ら れ る こ と な く タ イ ヤ が 生 産 さ れ う る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 適 宜 図 面 が 参 照 さ れ つ つ 、 好 ま し い 実 施 形 態 に 基 づ い て 本 発 明 が 詳 細 に 説 明 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ ２ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で あ る 。
こ の タ イ ヤ ２ は 、 農 業 機 械 （ 典 型 的 に は ト ラ ク タ ） に 装 着 さ れ る 。 こ の 図 １ に お い て 、 左
右 方 向 が タ イ ヤ ２ の 軸 方 向 で あ る 。 矢 印 Ａ で 示 さ れ て い る の は 、 タ イ ヤ ２ の 回 転 方 向 で あ
る 。 図 １ 中 の 一 点 鎖 線 Ｃ Ｌ は 、 タ イ ヤ ２ の 赤 道 を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 図 １ の タ イ ヤ ２ の II－ II線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 ２ に お い て 、 上
下 方 向 が タ イ ヤ ２ の 半 径 方 向 で あ り 、 左 右 方 向 が タ イ ヤ ２ の 軸 方 向 で あ る 。 こ の タ イ ヤ ２
は 、 ト レ ッ ド ４ 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ６ 、 ビ ー ド ８ 、 カ ー カ ス １ ０ 及 び ベ ル ト １ ２ を 備 え て い
る 。 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の タ イ ヤ ２ は チ ュ ー ブ を 備 え て い る 。 こ の チ ュ ー ブ に 、 空 気
が 充 填 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ト レ ッ ド ４ は 架 橋 ゴ ム か ら な り 、 半 径 方 向 外 向 き に 凸 な 形 状 を 呈 し て い る 。 ト レ ッ ド ４
は 、 多 数 の ラ グ １ ４ を 備 え て い る 。 ラ グ １ ４ は 、 半 径 方 向 外 向 き に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 サ イ ド ウ ォ ー ル ６ は 、 ト レ ッ ド ４ の 端 か ら 半 径 方 向 略 内 向 き に 延 び て い る 。 こ の サ イ ド
ウ ォ ー ル ６ は 、 架 橋 ゴ ム か ら な る 。 サ イ ド ウ ォ ー ル ６ は 、 撓 み に よ っ て 路 面 か ら の 衝 撃 を
吸 収 す る 。 さ ら に サ イ ド ウ ォ ー ル ６ は 、 カ ー カ ス １ ０ の 外 傷 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ビ ー ド ８ は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ６ か ら 半 径 方 向 略 内 向 き に 延 び て い る 。 ビ ー ド ８ は 、 コ ア
１ ６ と 、 こ の コ ア １ ６ か ら 半 径 方 向 外 向 き に 延 び る エ イ ペ ッ ク ス １ ８ と を 備 え て い る 。 コ
ア １ ６ は リ ン グ 状 で あ り 、 複 数 本 の 非 伸 縮 性 ワ イ ヤ ー （ 典 型 的 に は ス チ ー ル 製 ワ イ ヤ ー ）
を 含 む 。 エ イ ペ ッ ク ス １ ８ は 、 半 径 方 向 外 向 き に 先 細 り で あ る テ ー パ 状 で あ り 、 高 硬 度 な
架 橋 ゴ ム か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 カ ー カ ス １ ０ は 、 第 一 プ ラ イ ２ ０ 及 び 第 二 プ ラ イ ２ ２ か ら な る 。 第 一 プ ラ イ ２ ０ 及 び 第
二 プ ラ イ ２ ２ は 、 両 側 の ビ ー ド ８ の 間 に 架 け 渡 さ れ て お り 、 ト レ ッ ド ４ 及 び サ イ ド ウ ォ ー
ル ６ の 内 側 に 沿 っ て い る 。 第 一 プ ラ イ ２ ０ 及 び 第 二 プ ラ イ ２ ２ は 、 軸 方 向 内 側 か ら 外 側 に
向 か っ て コ ア １ ６ の 周 り を 巻 か れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 図 示 さ れ て い な い が 、 第 一 プ ラ イ ２ ０ 及 び 第 二 プ ラ イ ２ ２ は 、 カ ー カ ス コ ー ド と ト ッ ピ
ン グ ゴ ム と か ら な る 。 第 一 プ ラ イ ２ ０ 及 び 第 二 プ ラ イ ２ ２ は 、 赤 道 に 対 し て 傾 斜 し て い る
。 傾 斜 角 度 の 絶 対 値 は 、 通 常 は １ ０ ° 以 上 ５ ０ ° 以 下 で あ る 。 第 一 プ ラ イ ２ ０ の カ ー カ ス
コ ー ド の 赤 道 に 対 す る 角 度 は 、 第 二 プ ラ イ ２ ２ の カ ー カ ス コ ー ド の 赤 道 に 対 す る 角 度 と は
逆 で あ る 。 カ ー カ ス コ ー ド は 、 通 常 は 有 機 繊 維 か ら な る 。 好 ま し い 有 機 繊 維 と し て は 、 ポ
リ エ ス テ ル 繊 維 、 ナ イ ロ ン 繊 維 、 レ ー ヨ ン 繊 維 、 ポ リ エ チ レ ン ナ フ タ レ ー ト 繊 維 及 び ア ラ
ミ ド 繊 維 が 例 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ベ ル ト １ ２ は 、 カ ー カ ス １ ０ の 半 径 方 向 外 側 に 位 置 し て い る 。 ベ ル ト １ ２ は 、 カ ー カ ス
１ ０ と 積 層 さ れ て い る 。 ベ ル ト １ ２ は 、 カ ー カ ス １ ０ を 補 強 す る 。 図 示 さ れ て い な い が 、
ベ ル ト １ ２ は 、 ベ ル ト コ ー ド と ト ッ ピ ン グ ゴ ム と か ら な る 。 ベ ル ト コ ー ド の 好 ま し い 材 質
は 、 有 機 繊 維 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 こ れ ら の ラ グ １ ４ は 、 タ イ ヤ ２ の 左 側 及 び 右 側 に 配 置 さ れ て い る 。 左 側
の ラ グ １ ４ と 右 側 の ラ グ １ ４ と は 、 回 転 方 向 に お い て 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 タ イ ヤ ２ の
回 転 に 伴 い 、 タ イ ヤ ２ と 地 面 と の 接 地 箇 所 は 、 左 側 の ラ グ １ ４ に 沿 っ て 赤 道 か ら 左 側 の ト
レ ッ ド ４ の 端 に 向 か っ て 移 行 す る 。 ト レ ッ ド ４ の 端 に 至 っ た 接 地 箇 所 は 、 右 側 の ラ グ １ ４
の 赤 道 へ と 移 行 し 、 こ の 右 側 の ラ グ １ ４ に 沿 っ て 赤 道 か ら 右 側 の ト レ ッ ド ４ の 端 に 向 か っ
て 移 行 す る 。 ト レ ッ ド ４ の 端 に 至 っ た 接 地 箇 所 は 、 さ ら に 左 側 の ラ グ １ ４ の 赤 道 へ と 移 行
す る 。 回 転 中 は 、 左 側 の ラ グ １ ４ か ら 右 側 の ラ グ １ ４ へ の 接 地 箇 所 の 移 行 、 及 び 右 側 の ラ
グ １ ４ か ら 左 側 の ラ グ １ ４ へ の 接 地 箇 所 の 移 行 が 繰 り 返 さ れ る 。 左 側 の ラ グ １ ４ か ら 右 側
の ラ グ １ ４ へ の 接 地 箇 所 の 移 行 、 及 び 右 側 の ラ グ １ ４ か ら 左 側 の ラ グ １ ４ へ の 接 地 箇 所 の
移 行 は 、 非 連 続 的 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の ラ グ １ ４ は 、 赤 道 近 傍 か ら 軸 方 向 外 側 に 延 び る 水 平 部 ２ ４ と 、 こ の 水 平 部 ２ ４ の 端
か ら ト レ ッ ド ４ の 端 に 向 か っ て 回 転 方 向 後 方 に 斜 め に 延 び る 斜 方 部 ２ ６ と を 備 え て い る 。
こ の 水 平 部 ２ ４ は 、 そ の 回 転 方 向 側 に 水 平 前 辺 部 ２ ８ と 水 平 側 辺 部 ３ ０ と を 備 え て い る 。
こ の 斜 方 部 ２ ６ は 、 そ の 回 転 方 向 側 に 斜 方 側 辺 部 ３ ２ を 備 え て い る 。 こ の タ イ ヤ ２ の 水 平
前 辺 部 ２ ８ は 、 面 取 に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 ３ ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ は 、 図 １ の タ イ ヤ ２ の III－ III線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 ３ に お い て 、
上 下 方 向 が タ イ ヤ ２ の 半 径 方 向 で あ る 。 矢 印 Ａ は 、 こ の タ イ ヤ ２ の 回 転 方 向 を 表 し て い る
。 こ の 緩 衝 部 ３ ４ は 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 ３ ６ を 備 え て い る 。 こ の 緩 衝 部 ３
４ が 備 え ら れ た タ イ ヤ ２ で は 、 接 地 時 に お け る 衝 撃 は 緩 和 さ れ る 。 接 地 時 の 衝 撃 が 緩 和 さ
れ る の で 、 走 行 時 の 振 動 が 低 減 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の タ イ ヤ ２ は 、 乗 り 心 地 に 優 れ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ 中 、 両 矢 印 線 Ｗ ａ は 、 ラ グ １ ４ の 幅 を 表 し て い る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｂ は 、 こ の 緩 衝 部 ３
４ の 幅 を 表 し て い る 。 角 度 α は 、 ラ グ １ ４ の 上 面 ３ ８ と 緩 衝 部 ３ ４ に 備 え ら れ る 平 面 ３ ６
と の な す 角 度 を 表 し て い る 。 こ の 角 度 α は 、 面 取 角 と 称 さ れ る 。 こ の ラ グ １ ４ の 幅 Ｗ ａ に
対 す る 緩 衝 部 ３ ４ の 幅 Ｗ ｂ の 比 率 （ Ｗ ｂ ／ Ｗ ａ ） は 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。 こ の 比
率 （ Ｗ ｂ ／ Ｗ ａ ） が ５ ％ 以 上 に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 タ イ ヤ ２ の 質 量 が 低 減 さ れ る と と
と も に 緩 衝 部 ３ ４ に よ る 衝 撃 緩 和 効 果 が 大 き く な る 。 衝 撃 緩 和 効 果 の 大 き な タ イ ヤ ２ は 、
振 動 が 低 減 さ れ る の で 乗 り 心 地 に 優 れ る 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 比 率 （ Ｗ ｂ ／ Ｗ ａ ） は 、 ７
％ 以 上 が よ り 好 ま し く 、 １ ０ ％ 以 上 が 特 に 好 ま し い 。 こ の 比 率 （ Ｗ ｂ ／ Ｗ ａ ） が ５ ０ ％ 以
下 に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 グ リ ッ プ 力 が 保 持 さ れ る の で 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 が 低 下 し な
い 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 比 率 （ Ｗ ｂ ／ Ｗ ａ ） は 、 ４ ５ ％ 以 下 が よ り 好 ま し く 、 ４ ０ ％ 以 下
が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 面 取 角 α は 、 ３ ° 以 上 １ ０ ° 以 下 で あ る 。 こ の 面 取 角 α が ３ ° 以 上 に 設 定 さ れ る こ と に
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よ り 、 タ イ ヤ ２ 質 量 が 低 減 さ れ る と と と も に 緩 衝 部 ３ ４ に よ る 衝 撃 緩 和 効 果 が 大 き く な る
。 衝 撃 緩 和 効 果 の 大 き な タ イ ヤ ２ は 、 振 動 が 低 減 さ れ る の で 乗 り 心 地 に 優 れ る 。 こ の 観 点
か ら 、 こ の 面 取 角 α は 、 ４ ° 以 上 が よ り 好 ま し く 、 ５ ° 以 上 が 特 に 好 ま し い 。 こ の 面 取 角
α が １ ０ ° 以 下 に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 グ リ ッ プ 力 が 保 持 さ れ る の で 、 ト ラ ク シ ョ ン 性
能 が 低 下 し な い 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 面 取 角 α は 、 ９ ° 以 下 が よ り 好 ま し く 、 ８ ° 以 下 が
特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の タ イ ヤ ２ の 寸 法 及 び 角 度 は 、 タ イ ヤ ２ が 正 規 リ ム に 組 み 込 ま れ 、 正 規 内 圧 と な る よ
う に タ イ ヤ ２ に 空 気 が 充 填 さ れ た 状 態 で 測 定 さ れ る 。 測 定 時 に は 、 タ イ ヤ ２ に は 荷 重 が か
け ら れ な い 。 本 明 細 書 に お い て 正 規 リ ム と は 、 タ イ ヤ ２ が 依 拠 す る 規 格 に お い て 定 め ら れ
た リ ム を 意 味 す る 。 Ｊ Ａ Ｔ Ｍ Ａ 規 格 に お け る 「 標 準 リ ム 」 、 Ｔ Ｒ Ａ 規 格 に お け る 「 Design
 Rim」 、 及 び Ｅ Ｔ Ｒ Ｔ Ｏ 規 格 に お け る 「 Measuring Rim」 は 、 正 規 リ ム で あ る 。 本 明 細 書
に お い て 正 規 内 圧 と は 、 タ イ ヤ ２ が 依 拠 す る 規 格 に お い て 定 め ら れ た 内 圧 を 意 味 す る 。 Ｊ
Ａ Ｔ Ｍ Ａ 規 格 に お け る 「 最 高 空 気 圧 」 、 Ｔ Ｒ Ａ 規 格 に お け る 「 TIRE LOAD LIMITS AT VARI
OUS COLD INFLATION PRESSURES」 に 掲 載 さ れ た 「 最 大 値 」 、 及 び Ｅ Ｔ Ｒ Ｔ Ｏ 規 格 に お け る
「 INFLATION PRESSURE」 は 、 正 規 内 圧 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ ４ ０ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で あ る 。 こ の
図 ４ に お い て 、 左 右 方 向 が タ イ ヤ ４ ０ の 軸 方 向 で あ る 。 図 ４ 中 の 一 点 鎖 線 Ｃ Ｌ は 、 タ イ ヤ
４ ０ の 赤 道 を 表 す 。 こ の タ イ ヤ ４ ０ に 備 え ら れ る 架 橋 ゴ ム か ら な る ト レ ッ ド ４ ２ は 、 回 転
方 向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ た 多 数 の ラ グ ４ ４ を 備 え て い る 。 こ の タ イ ヤ ４ ０ に お い
て は 、 そ の ラ グ ４ ４ に 備 え ら れ る 水 平 前 辺 部 ４ ６ が 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 ４ ８ を
備 え て い る 。 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の タ イ ヤ ４ ０ の 緩 衝 部 ４ ８ 以 外 の 構 成 は 、 図 １ 及 び
図 ２ の タ イ ヤ ２ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ の タ イ ヤ ４ ０ の Ｖ － Ｖ 線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 ５ に お い て 、
上 下 方 向 が タ イ ヤ ４ ０ の 半 径 方 向 で あ る 。 な お 、 矢 印 Ａ で 示 さ れ て い る の は 、 タ イ ヤ ４ ０
の 回 転 方 向 で あ る 。 こ の 緩 衝 部 ４ ８ は 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲 面 ５ ０ を 備 え て い る
。 両 矢 印 線 Ｗ ｃ は ラ グ ４ ４ の 幅 を 表 し て い る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｄ は 、 こ の 緩 衝 部 ４ ８ の 幅 を 表
し て い る 。 矢 印 線 Ｒ １ は 、 こ の 曲 面 ５ ０ の 曲 率 半 径 を 表 し て い る 。 こ の ラ グ ４ ４ の 幅 Ｗ ｃ
に 対 す る 緩 衝 部 ４ ８ の 幅 Ｗ ｄ の 比 率 （ Ｗ ｄ ／ Ｗ ｃ ） は 、 図 ３ で 示 さ れ た タ イ ヤ ４ ０ と 同 じ
よ う に 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 曲 率 半 径 Ｒ １ は 、 ３ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 曲 率 半 径 Ｒ １ が ３ ｍ ｍ 以 上 に 設 定 さ
れ る こ と に よ り 、 タ イ ヤ ４ ０ の 質 量 が 低 減 さ れ る と と と も に 緩 衝 部 ４ ８ に よ る 衝 撃 緩 和 効
果 が 大 き く な る 。 衝 撃 緩 和 効 果 の 大 き な タ イ ヤ ４ ０ は 、 振 動 が 低 減 さ れ る の で 乗 り 心 地 に
優 れ る 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 曲 率 半 径 Ｒ １ は ４ ｍ ｍ 以 上 が よ り 好 ま し く 、 ５ ｍ ｍ 以 上 が 特
に 好 ま し い 。 こ の 曲 率 半 径 Ｒ １ が １ ０ ｍ ｍ 以 下 に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 グ リ ッ プ 力 が 保
持 さ れ る の で 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 が 低 下 し な い 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 曲 率 半 径 Ｒ １ は ９ ｍ
ｍ 以 下 が よ り 好 ま し く 、 ８ ｍ ｍ 以 下 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ ５ ２ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で あ る
。 こ の 図 ６ に お い て 、 左 右 方 向 が タ イ ヤ ５ ２ の 軸 方 向 で あ る 。 図 ６ 中 の 一 点 鎖 線 Ｃ Ｌ は 、
タ イ ヤ ５ ２ の 赤 道 を 表 す 。 こ の タ イ ヤ ５ ２ に 備 え ら れ る 架 橋 ゴ ム か ら な る ト レ ッ ド ５ ４ も
、 回 転 方 向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ る 多 数 の ラ グ ５ ６ を 備 え て い る 。 こ の タ イ ヤ ５ ２
は 、 水 平 前 辺 部 ５ ８ 、 水 平 側 辺 部 ６ ０ 及 び 斜 方 側 辺 部 ６ ４ に 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝
部 ６ ６ を 備 え て い る 。 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の タ イ ヤ ５ ２ の 緩 衝 部 ６ ６ 以 外 の 構 成 は 、
図 １ 及 び 図 ２ の タ イ ヤ ２ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ７ は 、 図 ６ の タ イ ヤ ５ ２ の VII－ VII線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 緩 衝 部 ６ ６ は
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、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲 面 ６ ８ を 備 え て い る 。 な お 、 こ の 緩 衝 部 ６ ６ は 、 稜 が 削 り
取 ら れ て 形 成 さ れ る 平 面 を 備 え て も よ い 。 図 ７ に お い て 、 両 矢 印 線 Ｗ ｅ は ラ グ ５ ６ の 幅 で
あ る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｆ は 、 こ の 緩 衝 部 ６ ６ の 幅 を 表 し て い る 。 矢 印 線 Ｒ ２ は 、 こ の 曲 面 ６ ８
の 曲 率 半 径 を 表 し て い る 。 こ の ラ グ ５ ６ の 幅 Ｗ ｅ に 対 す る 緩 衝 部 ６ ６ の 幅 Ｗ ｆ の 比 率 は 、
５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。 こ の 曲 率 半 径 Ｒ ２ は 、 ３ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 こ の
よ う な タ イ ヤ ５ ２ で は 、 衝 撃 緩 和 効 果 が 大 き い の で 振 動 が 低 減 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の
タ イ ヤ ５ ２ は 、 乗 り 心 地 に 優 れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ ７ ０ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で あ る
。 こ の タ イ ヤ ７ ０ に 備 え ら れ る 架 橋 ゴ ム か ら な る ト レ ッ ド ７ ２ も 、 回 転 方 向 に お い て 左 右
交 互 に 配 置 さ れ る 多 数 の ラ グ ７ ４ を 備 え て い る 。 こ の 図 ８ に お い て 、 左 右 方 向 が タ イ ヤ ７
０ の 軸 方 向 で あ る 。 図 ８ 中 の 一 点 鎖 線 Ｃ Ｌ は 、 タ イ ヤ ７ ０ の 赤 道 を 表 す 。 な お 、 矢 印 Ａ で
示 さ れ て い る の は 、 タ イ ヤ ７ ０ の 回 転 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ の 図 ８ に お い て 、 斜 方 側 辺 部 ８ ０ の 点 Ｐ １ は 、 面 取 開 始 点 で あ る 。 点 Ｐ ２ は 、 斜 方 側
辺 部 ８ ０ の 外 端 で あ る 。 両 矢 印 線 Ｗ Ｌ は 、 赤 道 か ら こ の 点 Ｐ １ ま で の 軸 方 向 距 離 で あ る 。
両 矢 印 線 Ｗ Ｔ は 赤 道 か ら こ の 点 Ｐ ２ ま で の 軸 方 向 距 離 で あ り 、 タ イ ヤ ７ ０ の 最 大 幅 の 半 分
の 長 さ に 一 致 す る 。 こ の タ イ ヤ ７ ０ は 、 水 平 前 辺 部 ７ ６ に 第 一 緩 衝 部 ７ ８ を 備 え て お り 、
こ の 面 取 開 始 点 Ｐ １ か ら 外 端 Ｐ ２ ま で の 斜 方 側 辺 部 ８ ０ に 第 二 緩 衝 部 ８ ２ を 備 え て い る 。
第 一 緩 衝 部 ７ ８ 及 び 第 二 緩 衝 部 ８ ２ の 緩 衝 部 は 、 面 取 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の タ イ
ヤ に は 、 第 一 緩 衝 部 ７ ８ 及 び 第 二 緩 衝 部 ８ ２ が 備 え ら れ て い る の で 、 こ の タ イ ヤ ７ ０ も 乗
り 心 地 に 優 れ る 。 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の タ イ ヤ ７ ０ の ラ グ ７ ４ に 備 え ら れ る 第 一 緩 衝
部 ７ ８ 及 び 第 二 緩 衝 部 ８ ２ 以 外 の 構 成 は 、 図 １ 及 び 図 ２ の タ イ ヤ ２ と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の タ イ ヤ ７ ０ の 最 大 幅 の 半 分 の 長 さ Ｗ Ｔ に 対 す る 赤 道 か ら こ の 点 Ｐ １ ま で の 軸 方 向 距
離 Ｗ Ｌ の 比 率 は 、 ４ ０ ％ 以 上 ８ ０ ％ 以 下 で あ る 。 こ の 比 率 （ Ｗ Ｌ ／ Ｗ Ｔ ） が ４ ０ ％ 以 上 に
設 定 さ れ る こ と に よ り 、 グ リ ッ プ 力 が 保 持 さ れ る の で 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 が 低 下 し な い 。
こ の 観 点 か ら 、 こ の 比 率 （ Ｗ Ｌ ／ Ｗ Ｔ ） は ４ ５ ％ 以 上 が よ り 好 ま し く 、 ５ ０ ％ 以 上 が 特 に
好 ま し い 。 こ の 比 率 （ Ｗ Ｌ ／ Ｗ Ｔ ） が ８ ０ ％ 以 下 に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 タ イ ヤ ７ ０ 質
量 が 低 減 さ れ る と と と も に 第 二 緩 衝 部 ８ ２ に よ る 衝 撃 緩 和 効 果 が 大 き く な る 。 衝 撃 緩 和 効
果 の 大 き な タ イ ヤ ７ ０ は 、 振 動 が 低 減 さ れ る の で 乗 り 心 地 に 優 れ る 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の
比 率 （ Ｗ Ｌ ／ Ｗ Ｔ ） は ７ ５ ％ 以 下 が よ り 好 ま し く 、 ７ ０ ％ 以 下 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ９ は 、 図 ８ の タ イ ヤ ７ ０ の IX－ IX線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 ９ に は 、 第 二
緩 衝 部 ８ ２ が 示 さ れ て い る 。 こ の 第 二 緩 衝 部 ８ ２ は 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 ８
４ を 備 え て い る 。 な お 、 こ の 第 二 緩 衝 部 ８ ２ は 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ る 曲 面 ６ ８ を 備
え て も よ い 。 両 矢 印 線 Ｗ ｇ は 、 ラ グ ７ ４ の 幅 を 表 し て い る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｈ は 、 第 二 緩 衝 部
８ ２ の 幅 を 表 し て い る 。 角 度 β は 、 ラ グ ７ ４ の 上 面 ８ ６ と 第 二 緩 衝 部 ８ ２ に 備 え ら れ る 平
面 ８ ４ と の な す 角 度 を 表 し て い る 。 こ の 角 度 β は 、 面 取 角 と 称 さ れ る 。 こ の ラ グ ７ ４ の 幅
Ｗ ｇ に 対 す る 第 二 緩 衝 部 ８ ２ の 幅 Ｗ ｈ の 比 率 は 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。 こ の 面 取 角
β は 、 ３ ° 以 上 １ ０ ° 以 下 で あ る 。 こ の よ う な タ イ ヤ ７ ０ は 衝 撃 緩 和 効 果 が 大 き い の で 、
振 動 が 低 減 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の タ イ ヤ ７ ０ は 、 乗 り 心 地 に 優 れ る 。 な お 、 図 示 さ れ
て い な い が 、 第 一 緩 衝 部 ７ ８ は 、 こ の 第 二 緩 衝 部 ８ ２ と 同 一 の 幅 及 び 面 取 角 で 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ ８ ８ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で あ
る 。 こ の 図 １ ０ に お い て 、 左 右 方 向 が タ イ ヤ ８ ８ の 軸 方 向 で あ る 。 図 １ ０ 中 の 一 点 鎖 線 Ｃ
Ｌ は 、 タ イ ヤ ８ ８ の 赤 道 を 表 す 。 こ の タ イ ヤ ８ ８ に 備 え ら れ る 架 橋 ゴ ム か ら な る ト レ ッ ド
９ ０ は 、 赤 道 近 傍 か ら ト レ ッ ド ９ ０ の 端 近 傍 ま で 延 び る 多 数 の ラ グ ９ ２ を 備 え て い る 。 こ
れ ら の ラ グ ９ ２ は 、 回 転 方 向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 図 示 さ れ て い な い が 、
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こ の タ イ ヤ ８ ８ の ラ グ ９ ２ 以 外 の 構 成 は 、 図 １ 及 び 図 ２ の タ イ ヤ ２ と 同 じ で あ る 。 な お 、
矢 印 Ａ で 示 さ れ て い る の は 、 タ イ ヤ ８ ８ の 回 転 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の ラ グ ９ ２ は 、 赤 道 近 傍 か ら 回 転 方 向 後 方 に 斜 め に 延 び る セ ン タ ー 部 ９ ４ と 、 こ の セ
ン タ ー 部 ９ ４ の 端 か ら ト レ ッ ド ９ ０ の 端 近 傍 ま で さ ら に 斜 め に 延 び る シ ョ ル ダ ー 部 ９ ６ と
を 備 え て い る 。 こ の ラ グ ９ ２ は 、 こ の シ ョ ル ダ ー 部 ９ ６ の 赤 道 に 対 す る 傾 斜 角 度 が こ の セ
ン タ ー 部 ９ ４ の 傾 斜 角 度 よ り も 大 き く な る 形 状 を 有 し て い る 。 こ の セ ン タ ー 部 ９ ４ は 、 そ
の 回 転 方 向 側 に セ ン タ ー 前 辺 部 ９ ８ を 備 え て い る 。 こ の シ ョ ル ダ ー 部 ９ ６ は 、 そ の 回 転 方
向 側 に シ ョ ル ダ ー 側 辺 部 １ ０ ０ を 備 え て い る 。 こ の タ イ ヤ ８ ８ で は 、 セ ン タ ー 前 辺 部 ９ ８
が 、 面 取 に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝 部 １ ０ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 １ １ は 、 図 １ ０ の タ イ ヤ ８ ８ の XI－ XI線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 １ １ に お
い て 、 上 下 方 向 が タ イ ヤ ８ ８ の 半 径 方 向 で あ る 。 な お 、 矢 印 Ａ で 示 さ れ て い る の は 、 タ イ
ヤ ８ ８ の 回 転 方 向 で あ る 。 こ の 緩 衝 部 １ ０ ２ は 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 １ ０ ４
を 備 え て い る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｄ は 、 ラ グ ９ ２ の 高 さ を 表 し て い る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｃ は 、 緩 衝 部
１ ０ ２ の 幅 を 表 し て い る 。 角 度 γ は 、 ラ グ ９ ２ の 上 面 １ ０ ６ と 緩 衝 部 １ ０ ２ に 備 え ら れ る
平 面 １ ０ ４ と の な す 角 度 を 表 し て い る 。 こ の 角 度 γ は 、 面 取 角 と 称 さ れ る 。 こ の ラ グ ９ ２
の 高 さ Ｗ ｊ に 対 す る 緩 衝 部 １ ０ ２ の 幅 Ｗ ｋ の 比 率 （ Ｗ ｋ ／ Ｗ ｊ ） は 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下
で あ る 。 こ の 比 率 （ Ｗ ｋ ／ Ｗ ｊ ） が ５ ％ 以 上 に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 タ イ ヤ ８ ８ 質 量 が
低 減 さ れ る と と と も に 緩 衝 部 １ ０ ２ に よ る 衝 撃 緩 和 効 果 が 大 き く な る 。 衝 撃 緩 和 効 果 の 大
き な タ イ ヤ ８ ８ は 、 振 動 が 低 減 さ れ る の で 乗 り 心 地 に 優 れ る 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 比 率 （
Ｗ ｋ ／ Ｗ ｊ ） は 、 ７ ％ 以 上 が よ り 好 ま し く 、 １ ０ ％ 以 上 が 特 に 好 ま し い 。 こ の 比 率 （ Ｗ ｋ
／ Ｗ ｊ ） が ５ ０ ％ 以 下 に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 グ リ ッ プ 力 が 保 持 さ れ る の で 、 ト ラ ク シ
ョ ン 性 能 が 低 下 し な い 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 比 率 （ Ｗ ｋ ／ Ｗ ｊ ） は 、 ４ ５ ％ 以 下 が よ り 好
ま し く 、 ４ ０ ％ 以 下 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 面 取 角 γ は 、 ３ ° 以 上 １ ０ ° 以 下 で あ る 。 こ の 面 取 角 γ が ３ ° 以 上 に 設 定 さ れ る こ と に
よ り 、 タ イ ヤ ８ ８ の 質 量 が 低 減 さ れ る と と と も に 緩 衝 部 １ ０ ２ に よ る 衝 撃 緩 和 効 果 が 大 き
く な る 。 衝 撃 緩 和 効 果 の 大 き な タ イ ヤ ８ ８ は 、 振 動 が 低 減 さ れ る の で 乗 り 心 地 に 優 れ る 。
こ の 観 点 か ら 、 こ の 面 取 角 γ は 、 ４ ° 以 上 が よ り 好 ま し く 、 ５ ° 以 上 が 特 に 好 ま し い 。 こ
の 面 取 角 γ が １ ０ ° 以 下 に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 グ リ ッ プ 力 が 保 持 さ れ る の で 、 ト ラ ク
シ ョ ン 性 能 が 低 下 し な い 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 面 取 角 γ は 、 ９ ° 以 下 が よ り 好 ま し く 、 ８
° 以 下 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ １ ０ ８ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で
あ る 。 こ の 図 １ ２ に お い て 、 左 右 方 向 が タ イ ヤ １ ０ ８ の 軸 方 向 で あ る 。 図 １ ２ 中 の 一 点 鎖
線 Ｃ Ｌ は 、 タ イ ヤ １ ０ ８ の 赤 道 を 表 す 。 こ の タ イ ヤ １ ０ ８ に 備 え ら れ る 架 橋 ゴ ム か ら な る
ト レ ッ ド １ １ ０ も 、 回 転 方 向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ る 多 数 の ラ グ １ １ ２ を 備 え て い
る 。 こ の タ イ ヤ １ ０ ８ に お い て も 、 セ ン タ ー 前 辺 部 １ １ ４ が 丸 め に よ っ て 形 成 さ れ た 緩 衝
部 １ １ ６ を 備 え て い る 。 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の タ イ ヤ １ ０ ８ に 備 え ら れ る ラ グ １ １ ２
の 緩 衝 部 １ １ ６ 以 外 の 構 成 は 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ の タ イ ヤ ８ ８ と 同 じ で あ る
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ３ は 、 図 １ ２ の タ イ ヤ １ ０ ８ の XIII－ XIII線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 １
３ に お い て 、 上 下 方 向 が タ イ ヤ １ ０ ８ の 半 径 方 向 で あ る 。 な お 、 矢 印 Ａ で 示 さ れ て い る の
は 、 タ イ ヤ １ ０ ８ の 回 転 方 向 で あ る 。 こ の 緩 衝 部 １ １ ６ は 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲
面 １ １ ８ を 備 え て い る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｍ は 、 ラ グ １ １ ２ の 高 さ を 表 し て い る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｎ
は 、 緩 衝 部 １ １ ６ の 幅 を 表 し て い る 。 矢 印 線 Ｒ ３ は 、 こ の 曲 面 １ １ ８ の 曲 率 半 径 を 表 し て
い る 。 こ の タ イ ヤ １ ０ ８ に お い て も 、 ラ グ １ １ ２ の 高 さ Ｗ ｍ に 対 す る 緩 衝 部 １ １ ６ の 幅 Ｗ
ｎ の 比 率 （ Ｗ ｎ ／ Ｗ ｍ ） は 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 曲 率 半 径 Ｒ ３ は 、 ３ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 曲 率 半 径 Ｒ ３ が ３ ｍ ｍ 以 上 に 設 定 さ
れ る こ と に よ り 、 タ イ ヤ １ ０ ８ の 質 量 が 低 減 さ れ る と と と も に 緩 衝 部 １ １ ６ に よ る 衝 撃 緩
和 効 果 が 大 き く な る 。 衝 撃 緩 和 効 果 の 大 き な タ イ ヤ １ ０ ８ は 振 動 が 低 減 さ れ る の で 乗 り 心
地 に 優 れ る 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 曲 率 半 径 Ｒ ３ は 、 ４ ｍ ｍ 以 上 が よ り 好 ま し く 、 ５ ｍ ｍ 以
上 が 特 に 好 ま し い 。 こ の 曲 率 半 径 Ｒ ３ が １ ０ ｍ ｍ 以 下 に 設 定 さ れ る こ と に よ り 、 グ リ ッ プ
力 が 保 持 さ れ る の で 、 ト ラ ク シ ョ ン 性 能 が 低 下 し な い 。 こ の 観 点 か ら 、 こ の 曲 率 半 径 Ｒ ３
は 、 ９ ｍ ｍ 以 下 が よ り 好 ま し く 、 ８ ｍ ｍ 以 下 が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ １ ２ ０ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で
あ る 。 こ の 図 １ ４ に お い て 、 左 右 方 向 が タ イ ヤ １ ２ ０ の 軸 方 向 で あ る 。 図 １ ４ 中 の 一 点 鎖
線 Ｃ Ｌ は 、 タ イ ヤ １ ２ ０ の 赤 道 を 表 す 。 こ の タ イ ヤ １ ２ ０ に 備 え ら れ る 架 橋 ゴ ム か ら な る
ト レ ッ ド １ ２ ２ も 、 回 転 方 向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ る 多 数 の ラ グ １ ２ ４ を 備 え て い
る 。 こ の タ イ ヤ １ ２ ０ は 、 セ ン タ ー 前 辺 部 １ ２ ６ に 第 一 緩 衝 部 １ ２ ８ を 備 え て お り 、 シ ョ
ル ダ ー 側 辺 部 １ ３ ０ に 第 二 緩 衝 部 １ ３ ２ を 備 え て い る 。 こ の 第 一 緩 衝 部 １ ２ ８ 及 び 第 二 緩
衝 部 １ ３ ２ は 、 面 取 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の タ イ ヤ １ ２ ０ の
第 一 緩 衝 部 １ ２ ８ 及 び 第 二 緩 衝 部 １ ３ ２ 以 外 の 構 成 は 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ の タ イ ヤ ８ ８ と
同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ５ は 、 図 １ ４ の タ イ ヤ １ ２ ０ の XV－ XV線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 １ ５ に
お い て 、 上 下 方 向 が タ イ ヤ １ ２ ０ の 半 径 方 向 で あ る 。 な お 、 矢 印 Ａ で 示 さ れ て い る の は 、
タ イ ヤ １ ２ ０ の 回 転 方 向 で あ る 。 こ の 図 １ ５ に は 、 第 一 緩 衝 部 １ ２ ８ が 示 さ れ て い る 。 こ
の 第 一 緩 衝 部 １ ２ ８ は 、 稜 が 削 り 取 ら れ て 形 成 さ れ た 平 面 １ ３ ４ を 備 え て い る 。 両 矢 印 線
Ｗ ｏ は 、 タ イ ヤ １ ２ ０ の 赤 道 に お け る ラ グ １ ２ ４ の 高 さ を 表 し て い る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｐ は 、
第 一 緩 衝 部 １ ２ ８ の 幅 を 表 し て い る 。 角 度 δ は 、 ラ グ １ ２ ４ の 上 面 １ ３ ６ と 第 二 緩 衝 部 １
３ ２ に 備 え ら れ る 平 面 １ ３ ４ と の な す 角 度 を 表 し て い る 。 こ の 角 度 δ は 、 面 取 角 と 称 さ れ
る 。 こ の タ イ ヤ １ ２ ０ に お い て 、 こ の ラ グ １ ２ ４ の 高 さ Ｗ ｏ に 対 す る 第 一 緩 衝 部 １ ２ ８ の
幅 Ｗ ｐ の 比 率 （ Ｗ ｐ ／ Ｗ ｏ ） は 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。 面 取 角 δ は 、 ３ ° 以 上 １ ０
° 以 下 で あ る 。 こ の よ う な タ イ ヤ １ ２ ０ は 衝 撃 緩 和 効 果 が 大 き い の で 、 振 動 が 低 減 さ れ る
。 し た が っ て 、 こ の タ イ ヤ １ ２ ０ は 、 乗 り 心 地 に 優 れ る 。 な お 、 図 示 さ れ て い な い が 、 第
二 緩 衝 部 １ ３ ２ は 、 こ の 第 一 緩 衝 部 １ ２ ８ と 同 一 の 幅 及 び 面 取 角 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 １ ６ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ １ ３ ８ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で
あ る 。 こ の 図 １ ６ に お い て 、 左 右 方 向 が タ イ ヤ １ ３ ８ の 軸 方 向 で あ る 。 図 １ ６ 中 の 一 点 鎖
線 Ｃ Ｌ は 、 タ イ ヤ １ ３ ８ の 赤 道 を 表 す 。 こ の タ イ ヤ １ ３ ８ に 備 え ら れ る 架 橋 ゴ ム か ら な る
ト レ ッ ド １ ４ ０ も 、 回 転 方 向 に お い て 左 右 交 互 に 配 置 さ れ る 多 数 の ラ グ １ ４ ２ を 備 え て い
る 。 こ の タ イ ヤ １ ３ ８ は 、 セ ン タ ー 前 辺 部 １ ４ ４ に 第 一 緩 衝 部 １ ４ ６ を 備 え て お り 、 シ ョ
ル ダ ー 側 辺 部 １ ４ ８ に 第 二 緩 衝 部 １ ５ ０ を 備 え て い る 。 こ の 第 一 緩 衝 部 １ ４ ６ 及 び 第 二 緩
衝 部 １ ５ ０ は 、 面 取 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 図 示 さ れ て い な い が 、 こ の タ イ ヤ １ ３ ８ の
第 一 緩 衝 部 １ ４ ８ 及 び 第 二 緩 衝 部 １ ５ ０ 以 外 の 構 成 は 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ の タ イ ヤ ８ ８ と
同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ７ は 、 図 １ ６ の タ イ ヤ １ ３ ８ の XVII－ XVII線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。 こ の 図 １
７ に お い て 、 上 下 方 向 が タ イ ヤ １ ３ ８ の 半 径 方 向 で あ る 。 な お 、 矢 印 Ａ で 示 さ れ て い る の
は 、 タ イ ヤ １ ３ ８ の 回 転 方 向 で あ る 。 こ の 図 １ ７ に は 、 第 一 緩 衝 部 １ ４ ８ が 示 さ れ て い る
。 こ の 第 一 緩 衝 部 １ ４ ８ は 、 稜 が 丸 め ら れ て 形 成 さ れ た 曲 面 １ ５ ２ を 備 え て い る 。 両 矢 印
線 Ｗ ｑ は 、 タ イ ヤ １ ３ ８ の 赤 道 に お け る ラ グ １ ４ ２ の 高 さ を 表 し て い る 。 両 矢 印 線 Ｗ ｒ は
、 第 一 緩 衝 部 １ ４ ８ の 幅 を 表 し て い る 。 矢 印 線 Ｒ ４ は 、 こ の 曲 面 １ ５ ２ の 曲 率 半 径 を 表 し
て い る 。 こ の タ イ ヤ １ ３ ８ に お い て も 、 こ の ラ グ １ ４ ２ の 高 さ Ｗ ｑ に 対 す る 第 一 緩 衝 部 １
４ ８ の 幅 Ｗ ｒ の 比 率 （ Ｗ ｒ ／ Ｗ ｑ ） は 、 ５ ％ 以 上 ５ ０ ％ 以 下 で あ る 。 曲 率 半 径 Ｒ ４ は 、 ３
ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 。 こ の よ う な タ イ ヤ １ ３ ８ は 衝 撃 緩 和 効 果 が 大 き い の で 、 振
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動 が 低 減 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の タ イ ヤ １ ３ ８ は 、 乗 り 心 地 に 優 れ る 。 な お 、 図 示 さ れ
て い な い が 、 第 二 緩 衝 部 １ ５ ０ は 、 こ の 第 一 緩 衝 部 １ ４ ８ と 同 一 の 幅 及 び 曲 率 半 径 で 構 成
さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 以 下 、 実 施 例 に よ っ て 本 発 明 の 効 果 が 明 ら か に さ れ る が 、 こ の 実 施 例 の 記 載 に 基 づ い て
本 発 明 が 限 定 的 に 解 釈 さ れ る べ き で は な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 　 ［ 実 験 １ 　 ラ グ に 水 平 部 及 び 斜 方 部 が 備 え ら れ た タ イ ヤ ］
　 　 ［ 実 施 例 １ ］
　 図 １ 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 さ れ た 基 本 構 成 が 備 え ら れ 、 下 記 表 １ に 示 さ れ た 仕 様 を 備 え た
実 施 例 １ の タ イ ヤ を 得 た 。 こ の タ イ ヤ サ イ ズ は 、 １ ３ ． ６ － ２ ４ で あ る 。 カ ー カ ス に は 、
第 一 プ ラ イ 及 び 第 二 プ ラ イ を 用 い た 。 こ の 第 一 プ ラ イ 及 び 第 二 プ ラ イ に 用 い ら れ て い る コ
ー ド 材 質 は 、 ナ イ ロ ン 繊 維 で あ る 。 こ の コ ー ド の 回 転 方 向 に 対 し て な す 角 度 は 、 ３ ５ ° で
あ る 。 ラ グ の 幅 に 対 す る 緩 衝 部 の 幅 の 比 率 は 、 ３ ０ ％ で あ る 。 面 取 角 は 、 ５ ° で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 　 ［ 比 較 例 ２ 及 び ３ 並 び に 実 施 例 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ７ 及 び ８ ］
　 ラ グ の 幅 に 対 す る 緩 衝 部 の 幅 の 比 率 を 下 記 表 １ 及 び 表 ２ に 示 さ れ る 通 り と し た 他 は 実 施
例 １ と 同 様 に し て 、 タ イ ヤ を 得 た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 　 ［ 実 施 例 ５ 及 び ６ ］
　 面 取 角 を 下 記 表 １ に 示 さ れ る 通 り と し た 他 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 タ イ ヤ を 得 た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 　 ［ 比 較 例 １ ］
　 緩 衝 部 が 備 え ら れ て い な い 他 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 タ イ ヤ を 得 た 。 こ の タ イ ヤ は 、
市 販 の タ イ ヤ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 　 ［ 実 施 例 ９ か ら １ ３ ］
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ た 基 本 構 成 が 備 え ら れ 、 下 記 表 ２ に 示 さ れ た 仕 様 を 備 え た 実 施 例
９ か ら １ ３ の タ イ ヤ を 得 た 。 こ れ ら の タ イ ヤ は 、 ラ グ に 備 え ら れ る 緩 衝 部 以 外 の 構 成 は 、
実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 　 ［ 実 施 例 １ ４ ］
　 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 さ れ た 基 本 構 成 が 備 え ら れ 、 下 記 表 ２ に 示 さ れ た 仕 様 を 備 え た 実 施 例
１ ４ の タ イ ヤ を 得 た 。 こ れ ら の タ イ ヤ は 、 ラ グ に 備 え ら れ る 緩 衝 部 以 外 の 構 成 は 、 実 施 例
１ と 同 様 で あ る 。 　
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 　 ［ 実 施 例 １ ５ ］
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 さ れ た 基 本 構 成 が 備 え ら れ 、 下 記 表 ２ に 示 さ れ た 仕 様 を 備 え た 実 施 例
１ ５ の タ イ ヤ を 得 た 。 こ れ ら の タ イ ヤ は 、 ラ グ に 備 え ら れ る 緩 衝 部 以 外 の 構 成 は 、 実 施 例
１ と 同 様 で あ る 。 　
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 　 ［ 振 動 性 評 価 ］
　 農 業 用 ト ラ ク タ に 、 試 作 タ イ ヤ が 装 着 さ れ た 。 リ ム は ２ ４ × Ｗ １ １ 、 タ イ ヤ 空 気 内 圧 は
１ ０ ０ ｋ Ｐ ａ と し た 。 畑 及 び 湿 田 が 模 擬 さ れ た テ ス ト コ ー ス で 、 走 行 試 験 が 実 施 さ れ 、 運
転 者 に よ る １ ０ 点 が 満 点 と さ れ た 振 動 性 に 関 す る 官 能 評 価 を 行 っ た 。 こ の 数 値 が 大 き い ほ
ど 、 振 動 低 減 効 果 が 大 き く 、 乗 り 心 地 に 優 れ る こ と が 示 さ れ る 。 こ の 結 果 が 、 下 記 の 表 １
及 び 表 ２ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ８ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 表 １ 及 び 表 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 実 施 例 の タ イ ヤ で は 振 動 低 減 効 果 が 大 き い の で 、 乗 り
心 地 が 向 上 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 　 ［ 実 験 ２ 　 ラ グ に セ ン タ ー 部 及 び シ ョ ル ダ ー 部 が 備 え ら れ た タ イ ヤ ］
　 　 ［ 実 施 例 １ ９ ］
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ に 示 さ れ た 基 本 構 成 が 備 え ら れ 、 下 記 表 ３ に 示 さ れ た 仕 様 を 備 え た 実
施 例 １ ９ の タ イ ヤ を 得 た 。 こ の タ イ ヤ サ イ ズ は 、 １ ３ ． ６ － ２ ４ で あ る 。 カ ー カ ス に は 、
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第 一 プ ラ イ 及 び 第 二 プ ラ イ を 用 い た 。 こ の 第 一 プ ラ イ 及 び 第 二 プ ラ イ に 用 い ら れ て い る コ
ー ド 材 質 は 、 ナ イ ロ ン 繊 維 で あ る 。 こ の コ ー ド の 回 転 方 向 に 対 し て な す 角 度 は 、 ３ ５ ° で
あ る 。 ラ グ の 高 さ に 対 す る 緩 衝 部 の 幅 の 比 率 は 、 ３ ０ ％ で あ る 。 面 取 角 は 、 ５ ° で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 　 ［ 比 較 例 ５ 及 び ６ 並 び に 実 施 例 １ ６ 、 １ ７ 及 び ２ １ ］
　 ラ グ の 高 さ に 対 す る 緩 衝 部 の 幅 の 比 率 を 下 記 表 ３ に 示 さ れ る 通 り と し た 他 は 実 施 例 １ ９
と 同 様 に し て 、 タ イ ヤ を 得 た 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 　 ［ 実 施 例 １ ８ 及 び ２ ０ ］
　 面 取 角 を 下 記 表 ３ に 示 さ れ る 通 り と し た 他 は 実 施 例 １ ９ と 同 様 に し て 、 タ イ ヤ を 得 た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 　 ［ 比 較 例 ４ ］
　 緩 衝 部 が 備 え ら れ て い な い 他 は 実 施 例 １ ９ と 同 様 に し て 、 タ イ ヤ を 得 た 。 こ の タ イ ヤ は
、 市 販 の タ イ ヤ で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 　 ［ 実 施 例 ２ ２ か ら ２ ６ ］
　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ に 示 さ れ た 基 本 構 成 が 備 え ら れ 、 下 記 表 ４ に 示 さ れ た 仕 様 を 備 え た 実
施 例 ２ ２ か ら ２ ６ の タ イ ヤ を 得 た 。 こ れ ら の タ イ ヤ は 、 ラ グ に 備 え ら れ る 緩 衝 部 以 外 の 構
成 は 、 実 施 例 １ ９ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 　 ［ 実 施 例 ２ ７ ］
　 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ に 示 さ れ た 基 本 構 成 が 備 え ら れ 、 下 記 表 ４ に 示 さ れ た 仕 様 を 備 え た 実
施 例 ２ ７ の タ イ ヤ を 得 た 。 こ れ ら の タ イ ヤ は 、 ラ グ に 備 え ら れ る 緩 衝 部 以 外 の 構 成 は 、 実
施 例 １ ９ と 同 様 で あ る 。 　
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 　 ［ 実 施 例 １ ５ ］
　 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ に 示 さ れ た 基 本 構 成 が 備 え ら れ 、 下 記 表 ４ に 示 さ れ た 仕 様 を 備 え た 実
施 例 ２ ８ の タ イ ヤ を 得 た 。 こ れ ら の タ イ ヤ は 、 ラ グ に 備 え ら れ る 緩 衝 部 以 外 の 構 成 は 、 実
施 例 １ ９ と 同 様 で あ る 。 　
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 　 ［ 振 動 性 評 価 ］
　 農 業 用 ト ラ ク タ に 、 試 作 タ イ ヤ が 装 着 さ れ た 。 リ ム は ２ ４ × Ｗ １ １ 、 タ イ ヤ 空 気 内 圧 は
１ ０ ０ ｋ Ｐ ａ と し た 。 畑 及 び 湿 田 が 模 擬 さ れ た テ ス ト コ ー ス で 、 走 行 試 験 が 実 施 さ れ 、 運
転 者 に よ る １ ０ 点 が 満 点 と さ れ た 振 動 性 に 関 す る 官 能 評 価 を 行 っ た 。 こ の 数 値 が 大 き い ほ
ど 、 振 動 低 減 効 果 が 大 き く 、 乗 り 心 地 に 優 れ る こ と が 示 さ れ る 。 こ の 結 果 が 、 下 記 の 表 ３
及 び 表 ４ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ９ 】
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【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 表 ３ 及 び 表 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 実 施 例 の タ イ ヤ で は 振 動 低 減 効 果 が 大 き い の で 、 乗 り
心 地 が 向 上 し て い る 。 以 上 の 評 価 結 果 か ら 、 本 発 明 の 優 位 性 は 明 ら か で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 種 々 の 農 業 機 械 に 装 着 さ れ う る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の タ イ ヤ の II－ II線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 １ の タ イ ヤ の III－ III線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(16) JP 2006-281908 A 2006.10.19



【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ４ の タ イ ヤ の Ｖ － Ｖ 線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ６ の タ イ ヤ の VII－ VII線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 図 ８ の タ イ ヤ の IX－ IX線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図
で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 １ ０ の タ イ ヤ の XI－ XI線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図
で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 図 １ ２ の タ イ ヤ の XIII－ XIII線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図
で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 図 １ ４ の タ イ ヤ の XV－ XV線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 に 係 る タ イ ヤ の 一 部 が 示 さ れ た 展 開 図
で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 図 １ ６ の タ イ ヤ の XVII－ XVII線 に 沿 っ た 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ２ 、 ４ ０ 、 ５ ２ 、 ７ ０ 、 ８ ８ 、 １ ０ ８ 、 １ ２ ０ 、 １ ３ ８ ・ ・ ・ タ イ ヤ
　 ４ 、 ４ ２ 、 ５ ４ 、 ７ ２ 、 ９ ０ 、 １ １ ０ 、 １ ２ ２ 、 １ ４ ０ ・ ・ ・ ト レ ッ ド
　 ６ ・ ・ ・ サ イ ド ウ ォ ー ル
　 ８ ・ ・ ・ ビ ー ド
　 １ ０ ・ ・ ・ カ ー カ ス
　 １ ２ ・ ・ ・ ベ ル ト
　 １ ４ 、 ４ ４ 、 ５ ６ 、 ７ ４ 、 ９ ２ 、 １ １ ２ 、 １ ２ ４ 、 １ ４ ２ ・ ・ ・ ラ グ
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